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観し、さらに彼が本格的な活動を開始する以前の 1870 年代 80 年代における、日本における文化財、国宝の
概念の形成について述べる。
　第 3章は大村の思想形成期について記述する。後の「支那・東洋」美術史構想との関連において重要な基
礎となった、東京美術学校期における森鴎外と今泉雄作の影響について詳述する。前者による Eduard von 
Hartmannの美学理論と後者による仏教学の講義について述べ、大村の美術理論の形成と後の芸術活動のモ
デルを検討する。
　第 4章では、大村の活動が特に活発になる 1906 年から 1918 年までの間を扱う。東京美術学校の東洋美術
史教授と、真美書院の主任編集者を兼任していた時期である。 1910年代半ばから大村の活動には変化が生じ、
より学術的な自費出版の書物を発行した。 1915 年の『中国美術史－彫塑篇』や 1918 年の『密教発達志』は
多くの中国の古代資料を使った研究書であり、まだ大陸へ渡ったことのなかった大村が、資料を通じてでき
る限り専門の対象に近づこうと試みたことが窺える。
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できる。しかし 1915 年に出版された『支那美術史－彫塑篇』、1918 年の『密教発達志』では、写真や碑文
など中国の原資料を重視する姿勢を鮮明にし始めた点が指摘される。本論における、1921 年の中国訪問以
前の大村の対中国観の展開に関する重要な指摘である。
　第五章では、大村による文人画「復興」運動について記述する。文人画制作を通じて自ら「文人」として
東洋的価値を体現し、また訪中を通じて、日中の芸術的な共有空間を実現しようとした試みを明らかにして
いる。
　本論にはまだ、いくつかの検討課題が残されている。例えば、大村と前後する瀧精一、今泉雄作の美術理
論と、本論において展開された大村の活動がどのように関わるのか、また、「東洋美術史」概念が形成され
る過程を大村以外の視点において記述すること等である。しかし、冒頭に述べたように、本研究は先行研究
において見過ごされていた、大村による文人画復興と日中美術関係の推進について客観的に再評価を試みた
ものであり、その意義は非常に高い。また、著者が日本語、ヨーロッパ語のみならず、中国語の文献にも広
く通暁し、先行する調査に比べ研究領域を拡大することに成功していることを特に指摘したい。
　よって、著者は博士（芸術学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
